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株式会社 構造ソフト 

 今月のイチオシ 
 

 

便利な機能              Q&A（適判等からの指摘事例） 

「BUILD.一貫 V」（Ver.2.640） ・・・P1  「BUILD.一貫Ⅴ」 Q&A  ・・・P4 

 
 

◆「BUILD.一貫Ⅴ」（Ver.2.640） 

・旭化成建材株式会社・岡部株式会社製の「セレクトベース」に対応しました。 

2021 年 11 月にリリースした「BUILD.一貫 V」（Ver.2.640）より、旭化成建材株式会社・岡部株式会社製の「セレクトベース」

に対応しました。 

昨今、建物用途、規模に応じて柱脚を選択する最適設計の要望が高まってきています。柱の厚肉化、高強度化により保有耐力接

合では対応できない柱材が普及しつつあり、建物の要求性能に応じて柱脚を選択できる柱脚ヒンジタイプの「セレクトベース」が開発され

ました。 

日本建築センターの評定も取得しており、特徴は以下の通りです。 

・柱サイズは□350～□1000 までの豊富なラインナップ（全 56 種）がある。 

・柱形断面がコンパクトになるアンカーボルト４本タイプを□750 まで取り揃えている。 

・コンクリート柱型を含む柱脚ディテールが標準化されている。 

・F=385N/mm2 の高強度鋼材の柱にも適用可能である。 

・ブレースが接合する脚部にも使用可能である。 

詳細については、「セレクトベース」の Web ページをご確認下さい。 

https://www.select-base.net/ 
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・コンクリートの側方破壊終局耐力を考慮します。 

「セレクトベース」は側方破壊終局耐力により、柱型立上げ部側面のせん断力によるコンクリートの剥落防止の検討を考慮した評価

式となります。側方破壊終局耐力については、「今月のイチオシ」 2019 年 6 月号 もご覧ください。 

 

・柱脚フローの保有耐力接合を満足しない場合の検討を行います。 

柱脚ヒンジタイプである「セレクトベース」では、設計フローにおける柱脚の保有耐力接合を満足しない場合の検討を行います。次の物

件で、計算ルート３の場合について確認してみます。 

 

  

 

 

 

ルート３の場合 

柱脚の保有 

耐力接合の判定 

Ds 値を 0.05 割り増して 

保有水平耐力を確認 

保有水平耐力を確認 

満足する 満足しない 

＜露出型柱脚を使った建築物のルート３の場合の設計フロー＞ 

 

 

  

セレクトベースを配置 

 

 

 

 

 

https://www.kozosoft.co.jp/gijyutu/pdf/ichioshi201906.pdf
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柱脚ヒンジタイプのため、柱の全塑性曲げモーメント(αMpc)が柱脚の降伏曲げ耐力(My)を上回り、柱脚の保有耐力接合は満足

しません。 

  

    
柱脚ヒンジタイプのため、柱脚の保有耐力

接合は満足しません。 

 

 

柱脚の保有耐力接合を満足しないため、Ds 値の割り増しを行います。 

  

    
柱脚の保有耐力接合を満足しないため、

Ds 値の割り増しを行います。 

選択します。 
 

Ds 値の割り増しを行った状態で保有水平耐力が必要保有水平耐力を上回っていることを確認します。 

  

    Ds 値の割り増しを行った状態で、保有水平耐力が

必要保有水平耐力を上回っていることを確認します。 
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◆「BUILD.一貫Ⅴ」 Q&A（適判等からの指摘事例） 

タイトル：Ｓ造ルート１-２で柱梁耐力比を提出するように指摘された（適判等からの指摘事例） 

Ｑ．確認検査機関より、計算ルート１-２のＳ造の物件に関して、柱梁耐力比の検討結果を提出するように指摘を受けました。出力項目設定で

「S 造柱梁接合部降伏耐力比」を ON にしましたが、出力されませんでした。どのように対処すればよいでしょうか？ 

 

A．冷間成形角形鋼管を使った場合の柱梁耐力比の検討は、ルート２の場合に必要な検討であり、ルート１-２の場合は検討不要です。従って、

デフォルト（入力を省略した場合）では検討していません。その旨を説明してください。 

ルート１-２であっても検討を行う必要がある場合は、許容応力度計算データの[ＤＥＳ１]（断面計算の制御）の 14 項目（崩壊形の判定）

を 1（行う）として計算してください。出力項目設定で「S 造柱梁接合部降伏耐力比」を ON にしている場合、以下のような検討結果が出力さ

れます。 

【出力例】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 弊社ホームページの Q&A では、この他にも、適判定等からの指摘事例の Q&A を約 250 件、通常の Q&A を 3640 件以上掲載しています

ので、ご活用ください。なお、Q&A の閲覧にはサポート会員登録が必要です。 

http://www.kozosoft.co.jp/support/qa.html
http://www.kozosoft.co.jp/support/toiawase.html

